
平成25年4月15日(月)
情報処理演習U２（担当小宮山）
エクセルによる統計分析
甘い・苦い・こくがある！　チョコレートの味の分析！
エクセルによる統計分析　５回にわたる注意（再）
・わからなかったらすぐに手を挙げて質問しよう！
・私が説明しているときは、静かにしよう。
・この演習は、エクセルを用いて、データを分析し、意思決定に利用するためのトレーニングです。エクセルの操作だけを学ぶものではありません。
　さて今日はチョコレートの味の分析をもとに意思決定のためのトレーニングをします！
　＊エクセルの手順：ヘルプでわかることは覚えない。何が出来るかは覚える！
　　　　　　　　　　何が出来るか覚えてないと、ヘルプで確かめようともしないだろう。
味覚比較の手順
1.「甘さ」を比べるグループ、「苦さ」を比べるグループ、「こく」(チョコレートには様々油分が含まれていて、まろやかなコクを与えています)を比べるグループに分かれます。
　順に割り振ります。各自覚えてください。

持ち物（貴重品は身につけて教室移動）


A・B・C・Dと書かれた紙（一人一枚）


このプリント


筆記用具


記録用紙
2.まずは国司亜交流センターへ移動（ここだと、実験しづらいし、飲食禁止！国際交流センターは飲食許可を取りました。）
　協力して机を移動！　三つのグループでチョコレート・水を配りますので、









　
　　　　甘さ測定チーム　　　　　　　苦さ測定　　　　　こく測定チーム
3.自己紹介
チームメンバー一覧（使用します！）
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


記録用紙

	チョコ
	Aのチョコ
	Bのチョコ
	Cのチョコ
	合計

	Aのチョコ
	
	
	
	

	Bのチョコ
	
	
	
	

	Cのチョコ
	
	
	
	


青い部分は、コンピュータ教室に戻って、エクセルで計算
AとB　AとC　AとD
BとC　BとD
CとD　　　　　　　　　　　　　　の順で味を比較　チームによって
甘さ　or　苦さ　or　こく　を比較する！



課題1　テキスト4ページ　問題1自分の場合の一対比較表（表2-1）から自動的に表2-2に書きこまれるように二つの表を作成（表2-2のアルファベット部分は氏名が入ります）。
あとは、同じチームの人の、表2-1の結果を聞いて、自分の表2-2に記入
集計して、それぞれのチョコレートの甘さ・苦さ・コク特徴を、棒グラフレーダーチャートに描き出そう（レポート例参照）。
課題2
　比較するチョコレートの数が、4～12まで変化するとき、味を比較する回数がどのように変化するか、エクセルを用いて、計算しよう（今回は３種類のチョコレートなので味を比較するのは３回　AとB、ＡとＣ、ＢとＣ）
課題3　今日の実験結果をレポートにまとめよう。
提出日・タイトル・学籍番号・氏名を必ず記す。
3つの章を設けよう。
1.課題（主題）　2.分析結果（本論）　3.結論
1.課題（主題）

どんな課題なのかを、簡潔に述べる。
2.分析結果（本論）
主題について議論する。
本日の場合：いつ・どこで・誰が（個人名は要らないが、どの授業に出席した、何人が実験したかが重要）、何をどのように（実験の手順：他の人も出来るように）、なぜ（この実験方法を用いた理由。今回は、課題3を参照してください）。
そしてどのような結果（表2-2）　どのような点差で、どのチョコレートが甘かった（苦いorコクがあるか）
3.結論
　どのような課題を、どのような方法で、実験して、どのような結果になったか、簡潔にまとめよう。
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AのチョコレートとBのチョコレートとの味（甘さor苦さorこく）


Aの方が甘い（苦いorこくがある）


1と記入


B（比較多少の方）が甘い（苦いorこくがある）ならば0と記入





タテ


比較対象





ヨコ


このチョコの評価





Aのチョコ置き場


（他のチョコと混ざらないように注意！）





Bのチョコ置き場


（他のチョコと混ざらないように注意！）





Cのチョコ置き場


（他のチョコと混ざらないように注意！）
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